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秦

氏

の

性

格

d戸、
ノ

は

し

が

き

日
本
古
代
史
に
お
け
る
帰
化
人
の
活
動
は
、
古
代
社
会
を
特
徴
づ
け
る
重

要
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
従
っ
て
私
時
、
漢
民
と
並
ん
で
最
古
の
帰
化
人

で
あ
る
棄
氏
に
つ
い
て
、
そ
の
氏
族
性
を
明
ら
か
に
す
る
事
に
よ
っ
て
、
葉

氏
の
果
た
し
た
社
会
的
意
義
と
歴
史
的
役
割
を
解
明
し
た
い
。
し
か
し
こ
れ

に
は
一
連
の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。

秦
氏
の
渡
来
は
、
大
体
四
世
紀
末
と
考
え
ら
れ
、
大
化
前
代
に
お
い
て
、

す
で
に
「
造
」
の
姓
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
に
つ

い
て
具
体
的
に
活
動
を
明
示
し
た
史
料
は
な
く
、
直
接
に
、
ま
た
、
間
接
的

に
秦
氏
の
部
分
的
活
動
が
示
さ
れ
て
い
る
文
献
資
料
と
て
も
、
そ
れ
は
数
冊

の
古
典
に
と
ど
ま
り
、
し
か
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
八
世
紀
以
後
に
お
い
て
作

成
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、
そ
の
中
の
主
要
な
史
料
と
目
さ
れ

て
い
る
も
の
が
た
と
え
大
化
前
代
ま
で
に
ほ
Y
整
理
せ
ら
れ
た
古
伝
承
、
ま

た
は
帝
紀
、
旧
辞
に
よ
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
畢
寛
そ
れ
ら
の
史
実
性
と
い

う
事
に
な
る
と
、
作
成
年
代
よ
り
百
年
以
上
を
遡
る
事
は
困
難
で
あ
る
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
こ
の
問
題
を
捨
て
置
く
わ
け
に
は
ゆ
か
な
レ
。

秦
民
の
性
格
K
つ
い
て

ν、
て

洲

浜

日
Eヨ

利

一
秦
氏
と
大
蔵
に
つ
い
て

棄
民
が
大
蔵
と
関
係
を
持
っ
て
い
た
事
は
、
す
で
に
先
学
の
指
摘
し
て
来

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
新
撰
姓
氏
録
山
城
諸
審
秦
忌
寸
条
に

役
〕一
諸
秦
人
－
構
ニ
八
丈
大
蔵
於
宮
側
一
納
ご
其
貢
物
－
。
故
名
ニ
其
地
一
回
二
長

谷
朝
倉
宮
一
。
是
時
始
置
二
大
蔵
官
員
一
以
ν
酒
為
ニ
長
官
一

と
あ
り
、
こ
の
大
蔵
の
建
立
に
つ
い
て
古
語
拾
遺
に
は
神
功
皇
后
摂
政
の
世

に
三
韓
か
ら
の
貢
献
が
多
く
な
っ
て
来
た
の
で
、
斎
蔵
の
他
に
内
蔵
を
建

て
、
阿
知
使
主
と
王
仁
に
そ
の
出
納
を
司
ら
し
め
、
後
世
更
に
蔵
部
を
定
め

た
事
を
記
し
た
後
に
、
雄
略
天
皇
朝
に
至
ヴ
て

秦
民
分
散
寄
ニ
隷
他
族
一
秦
酒
公
進
仕
蒙
v
寵
詔
緊
ニ
秦
氏
一
賜
二
於
酒
公
一

侃
率
二
領
百
八
十
種
勝
部
一
蚕
織
貫
調
充
こ
積
庭
中
一
因
ニ
姓
宇
豆
麻
佐
一
（
注

略
）
自
ν
此
而
後
、
諸
国
貢
調
、
年
々
盈
溢
更
立
二
大
蔵
一
令
官
一
蘇
我
麻
知

宿
繭
検
一
一
校
三
蔵
六
棄
民
塑
拘
其
物
一
、
東
西
文
氏
勘
一
一
録
其
簿
一
一

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
大
蔵
は
、
秦
氏
等
の
貢
調
が
年
々
増
加
し
た
為
に

建
て
ら
れ
た
と
云
う
の
で
あ
る
。
更
に
古
語
拾
遣
は
「
令
さ
秦
漢
二
氏
為
三
内

蔵
大
蔵
主
鎗
蔵
部
一
之
縁
也
。
」
と
記
し
て
、
棄
漢
の
二
民
が
内
蔵
、
大
蔵
に
関

一O
一一
一
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棄
民
の
性
格
K
つ
い
て

係
し
た
事
は
、
後
世
蔵
部
の
主
要
官
吏
と
し
て
代
々
仕
え
る
基
と
な
っ
た
事

を
述
べ
て
い
る
。
日
本
書
紀
の
雄
略
天
皇
十
二
年
冬
十
月
美
酉
朔
壬
午
条
に
、

天
皇
ニ
命
木
工
闘
鶏
御
田
一
（
ト
肺
訴
諮
一
部
）
始
起
ニ
楼
閣
一
於
v
是
御
田
登
／

楼
疾
－
一
走
図
面
－
有
v
若
ニ
飛
行
－
。
時
有
二
伊
勢
采
女
一
仰
観
ニ
楼
上
－
一
佐
二
彼

疾
行
一
顛
二
件
於
庭
一
。
覆
－
一
所
v
撃
鶴
一
（
注
略
）
天
皇
便
疑
三
御
田

F
h兵
采
女
一

白
念
v
将
v
刑
而
付
ニ
物
部
一
。
時
秦
酒
公
侍
坐
。
欲
下
以
二
琴
声
一
使
上
ν
悟一一

於
天
皇
－
。
横
v
琴
弾
日
（
中
略
〉
於
v
是
天
皇
悟
二
琴
声
一
市
赦
ニ
其
罪
一

と
云
う
記
載
が
み
え
、
秦
酒
が
琴
を
弾
じ
て
天
皇
の
怒
を
静
め
て
い
る
。
こ

の
棄
酒
は
、
先
に
述
べ
た
新
撲
姓
氏
録
や
古
語
拾
遣
の
一
式
う
「
酒
」
及
び

「
素
酒
」
と
同
－
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
事
か
ら
し
て
、
大
蔵
は

雄
略
天
皇
朝
に
（
五
世
紀
末
）
諸
国
か
ら
の
貢
調
が
増
加
し
た
為
に
建
設
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
、
帰
化
人
の
特
殊
性
を
生
か
し
て
、
秦
氏
が
漢
氏
と
並
ん

で
そ
の
管
理
の
職
に
携
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
以
後
、
秦
氏
と
大
蔵
の
関
係
を

示
し
た
も
の
に
、
日
本
書
紀
欽
明
天
皇
即
位
前
紀
の
記
載
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、

天
皇
幼
時
夢
有
v
人
云
。
天
皇
寵
ニ
愛
秦
大
津
父
者
一
及
ニ
壮
大
－
必
有
－
一
天

下
一
、
搭
驚
遺
v
使
普
求
。
得
自
ニ
山
背
国
紀
伊
郡
深
草
里
一
。
姓
字
果
如
－
一
所

夢
一
。
於
v
是
肝
喜
遍
ν
身
、
歎
二
未
骨
夢
二
乃
告
之
日
汝
有
三
何
事
一
生
口
云
無
也

但
臣
向
一
一
伊
勢
一
商
価
来
還
、
山
逢
ニ
二
狼
相
闘
汗
v
血
、
乃
下
馬
群
一
激
口
子
一

祈
請
目
。
一
枚
是
貴
神
而
楽
－
最
行
一
償
逢
－
一猟
士
一
見
ν
禽
尤
速
。
乃
抑
ニ
止
相

闘
一
拭
－
一
洗
血
毛
一
遂
遣
放
之
倶
令
ν
全
ν
命
。
天
皇
日
、
必
此
報
也
。
乃
令
ニ
近

侍
一
優
寵
日
新
大
致

4

盈
虫
歯
一
。
及
v
至
一
一
践
詐
－
拝
二
大
蔵
省
－

と
あ
っ
て
、

欽
明
天
皇
が
幼
少
の
時
葉
大
津
父
と
云
う
者
を
寵
愛
す
れ
ば
天

下
を
統
べ
る
事
が
出
来
る
、
と
い
う
夢
を
み
た
の
で
、
早
速
、
伎
を
遣
し
て

そ
う
云
う
人
を
探
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
紀
伊
国
深
草
里
に
於
て
丁
度
そ
の
人
と

一O
四

同
名
の
人
を
得
た
。
そ
こ
で
、
彼
を
召
し
て
「
何
事
か
無
か
っ
た
か
」
と
問

わ
れ
た
と
こ
ろ
「
別
に
何
事
も
無
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
私
が
伊
勢
に
商
売
に

行
っ
た
時
、
山
道
で
二
匹
の
狼
が
互
に
争
っ
て
い
る
の
を
み
た
。
そ
こ
で
罵

か
ら
下
り
て
そ
れ
等
の
争
を
止
め
さ
せ
た
事
が
あ
る
」
と
い
う
事
を
述
べ
た

の
で
、
天
皇
は
「
必
ず
此
の
報
で
あ
ろ
う
」
と
云
っ
て
近
侍
せ
し
め
て
寵
愛

す
る
事
が
厚
か
っ
た
。
故
に
大
津
父
は
、
大
い
に
富
を
致
し
、
天
皇
が
即
位

す
る
に
至
っ
て
大
蔵
の
官
吏
と
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
書

紀
欽
明
元
年
条
に
「
以
二
大
蔵
橡
一
為
三秦
伴
造
一
」
と
云
う
記
載
が
あ
り
、
大

蔵
禄
が
「
秦
伴
造
」
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
大
蔵
操
は
秦
氏
の
氏
族
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
す
で
に
述
べ
た
雄
略
朝
に
お
け

る
記
載
な
ど
ら
か
し
て
お
そ
ら
く
秦
氏
が
そ
の
職
に
携
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
、
従
っ
て
、
秦
氏
の
氏
族
で
大
蔵
操
の
職
に
あ
っ
た
も
の
が
「
秦
伴
造
」

に
任
じ
ら
れ
た
事
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

大
蔵
官
は
、
令
義
解
に
よ
る
と

大
蔵
省
（
管
一
一
司
五
乙
卿
一
人
（
蔵
部
六
十
人
）

掌
ニ
出
納
諸
国
調
及
銭
金
銀
珠
玉
鋼
鉄
骨
角
歯
翠
漆
張
幕
権
衡
度
量
。
売

買
佑
価
諸
方
貢
献
雑
物
事
－

と
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
当
時
に
お
い
て
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
な
職
内
容
を
も

っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
三
蔵
の
う
ち
、
斎
蔵
は
、
国
内
の
祭
の
費
用

を
司
り
こ
れ
の
職
員
は
文
筆
の
能
力
の
あ
る
も
の
に
委
ね
ら
れ
、
内
蔵
は
、

大
陸
か
ら
の
貢
献
品
を
管
掌
し
、
大
陸
と
の
財
貨
の
輸
入
に
関
係
あ
る
氏
が

そ
の
任
に
当
り
、
大
蔵
は
、
皇
室
の
直
轄
地
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
「
こ
の
様

な
三
蔵
の
管
掌
の
状
態
か
ら
大
蔵
を
司
っ
た
葉
氏
は
、
他
の
蔵
の
管
掌
者
よ

り
も
皇
室
に
関
係
の
深
い
も
の
を
持
っ
て
い
た
事
を
知
る
事
が
出
来
る
。

以
後
、
秦
氏
と
大
蔵
に
関
す
る
直
接
の
記
載
は
見
当
ら
な
い
が
、
斎
明
天
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阜
市
四
年
冬
十
月
庚
成
朔
甲
子
条
に
、
秦
大
蔵
造
万
里
な
ど
が
み
え
て
い
る
の

は
、
秦
氏
の
氏
族
が
後
世
に
於
て
も
大
蔵
と
関
係
を
持
っ
て
い
た
証
左
で
あ

ろ
う
。
ま
た
大
蔵
官
は
、
日
本
書
紀
清
寧
天
皇
即
位
前
紀
に

吉
備
稚
媛
陰
謂
二
幼
子
星
川
皇
子
一
目
。
欲
〆
登
一
一天
下
之
位
一
先
取
ニ
大
蔵
之

官－
と
あ
る
よ
う
に
、
天
下
を
欲
さ
ん
と
す
れ
ば
、
先
ず
大
蔵
を
取
る
事
が
先
決

問
題
と
考
え
ら
れ
た
様
な
事
か
ら
し
て
、
大
蔵
が
、
国
家
の
要
職
で
あ
っ
た

こ
と
は
疑
う
余
地
は
な
い
。
こ
の
様
な
電
F

要
な
大
蔵
と
秦
氏
が
深
い
関
係
を

有
し
て
い
た
事
実
は
、
秦
氏
が
か
な
り
の
勢
力
を
持
っ
て
い
た
事
を
想
像
さ

せ
る
。
な
ら
ば
棄
民
は
ど
う
し
て
此
の
様
に
大
蔵
と
関
係
を
持
つ
に
至
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
、

日
本
書
紀
雄
略
天
皇
一
五
年
条
の

秦
民
分
散
。
臣
連
等
各
随
ν
欲
駈
使
。
勿
ν
委
一
一
秦
造
一
。
由
ν
是
秦
造
酒
甚
以

為
v
憂
。
而
仕
コ
於
天
皇
－
。
天
皇
愛
寵
之
、
詔
緊
－
一
秦
民
－
賜
ニ
於
秦
酒
公
一
。

公
仰
領
ニ
率
百
八
十
種
勝
一
奉
ニ
献
庸
調
「
御
調
也
」
絹
嫌
－
充
ニ
積
朝
庭
一

や
、
古
語
拾
遣
の

広
子
一
於
畏
谷
朝
倉
朝
一
秦
民
分
散
寄
一
一
隷
他
族
一
秦
酒
公
進
仕
蒙
ν
寵
詔
豪
－
一
棄

民
一
賜
一
一
於
酒
公
一
。
の
率
一
一
領
百
八
十
穐
勝
部
一
蚕
織
貢
調
充
二
積
庭
中
一

と
レ
う
記
載
に
よ
れ
ば
、
秦
氏
は
渡
来
以
後
分
散
し
て
諸
豪
族
の
配
下
に
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、
ま
だ
中
央
の
大
和
政
権
の
権
力
が
地
方
の

豪
族
を
凌
ぐ
程
成
長
し
て
い
な
か
っ
た
事
を
示
す
と
同
時
に
、
秦
氏
の
持
ち

来
っ
た
技
術
が
当
時
の
豪
族
に
と

っ
て
魅
力
ふ
る
も
の
で
あ
円
た
事
を
物
語

っ
て
い
る
。
古
代
に
お
け
る
諸
豪
族
割
拠
の
社
会
情
勢
が
中
央
統
一
へ
と
向

っ
て
行
く
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
各
豪
族
の
配
下
に
あ

り
て
機
織
な
ど
を
主

な
職
業
と
し
て
レ
た
帰
化
人
が
、
こ
の
時
泰
造
の
も
と
に
統
－
さ
れ
た
の
で

秦
氏
の
性
格
K
つ
い
て

あ
ろ
う
。
古
代
に
お
け
仏
洞
化
人
の
大
量
移
住
と
云
う
言
、
す
で
に
津
田

左
右
吉
博
士
も
否
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
一
帰
化
人
氏
族
が
各
々
の

豪
族
の
配
下
仁
入
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
レ
。
従
っ
て
、
秦
氏
も
そ
の
例
外

で
は
な
く
、
徐
々
に
波
来
し
た
帰
化
人
の
寄
り
集
っ
た
集
合
体
で
あ
り
、
中

央
集
権
へ
の
政
治
的
情
勢
の
推
移
に
よ
っ
て
、
同
－
一
職
業
又
は
そ
れ
に
関
係

を
持
っ
た
帰
化
人
氏
族
が
中
央
の
支
配
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
時
出
来
上

っ
た
事
実
上
の
同
族
団
体
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
と
こ
の
氏
族
が
最
初
に
司

っ
た
職
業
は
何
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
事
に
な
る
が
、
そ
れ
は
恐
ら
く
機
織

で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
日
本
古
代
に
お
い
て
、
機
織
な
ど
の
技
術
及
び
技
術

者
が
、
半
島
或
は
大
陸
か
ら
も
た
ち
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
事
は
疑
う
余
地
は
な

く
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
役
割
を
は
た
し
た
者
は
誰
で
あ
っ
た
か
と
い

う
事
に
な
る
と
、
そ
れ
は
や
は
り
素
氏
の
先
祖
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

後
世
に
お
い
て
、
機
織
が
秦
氏
の
特
殊
性
と
1
」て
考
え
ら
れ
な
い
の
は
、
彼

等
の
技
術
が
早
く
－
般
化
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
事
か
ら
し
て
、
政
治
上
の
中
央
集
権
化
が
進
む
に
従
っ
て
、
諸
国

に
お
け
る
殖
産
も
中
央
の
支
町
下
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
諸
国
か
ら

の
貢
調
が
激
増
し
大
蔵
の
建
設
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
に
あ
た

り
、
文
筆
を
持
っ
て
知
ら
れ
る
漢
氏
と
並
ん
で
、
殖
産
面
で
の
有
力
者
で
あ

っ
た
秦
氏
が
共
に
大
蔵
の
管
現
に
当
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（

3
） 

又
一
方
秦
民
が
、
先
に
関
晃
氏
が
漢
氏
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
た
の
と
同
様

に
軍
事
的
な
面
に
お
い
て
も
そ
の
名
を
連
ね
て
い
る
事
は
注
目
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
秦
民
が
持
っ
て
い
た
の
は
、
私
兵
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

で
は
如
何
に
し
て
秦
氏
が
私
兵
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ニ
秦
氏
と
軍
事
前
問
題

（

4
U 

上
宮
聖
徳
太
子
伝
補
闘
記
に
よ
る
と
、
聖
徳
太
子
と
、
物
部
弓
削
守
屋
大

一O
五
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秦
氏
の
性
格
K
つ
い
て

、，，

連
と
の
交
戦
の
様
子
が
記
さ
れ
て
お
り

（
マ
マ
』
（
マ
マ
）

軍
政
人
秦
川
勝
率
ν
軍
奉
レ
護
－
一
太
子
一
。
見
二
官
軍
気
衰
一
馳
啓
二
大
子
一
。
大

子
立
ν
鋒
。
即
令
三
川
勝
採
－
一
白
稼
木
一
刻
ニ
造
四
天
王
像
4

撃
立
v
鋒
。
太
子

自
率
二
壮
士
－
而
迫
v
戦
。
賊
与
一
一
太
子
一
相
去
。
不
v
遠
賊
誓
放
ニ
物
部
府
都

大
神
之
矢
－
中
二
太
子
鎧
↓
太
子
亦
誓
放
一一
四
天
王
之
矢
刊
即
中
二
賊
首
大
連

胸
－
倒
而
墜
v
樹
衆
乱
操
。
川
勝
進
斬
ニ
大
連
之
頭
一
。

と
み
え
て
い
る
。
こ
の
文
章
の
中
に
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
も
の
は
崇
仏
の

精
神
で
あ
る
が
、
広
隆
寺
を
建
設
し
た
秦
川
勝
が
軍
政
人
と
し
て
太
子
に
協

力
し
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
川
勝
は
此
の
功
に
よ
り
軍
政
人
と
し

〈

5
）

て
十
二
階
中
の
四
階
で
あ
る
大
仁
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
軍
事
上

の
事
で
名
を
連
ね
て
い
る
秦
氏
の
氏
族
は
、
日
本
書
紀
大
化
元
年
条
に
、

古
人
皇
子
与
ニ
蘇
我
田
口
臣
川
掘
、
物
部
朴
井
連
椎
子
、
吉
備
笠
臣
垂
、

倭
漢
文
直
麻
呂
、
朴
市
秦
造
田
来
津
－
謀
反
。

同
じ
く
大
化
五
年
三
月
条

甲
成
坐
－
議
我
山
田
大
臣
－
一

m被
v
薮
者
、
田
口
臣
筑
紫
、
耳
梨
道
徳
、
高

田
醜
（
注
略
）
雄
二
額
田
部
湯
坐
連
〈
闘
）
秦
吾
寺
等
凡
十
四
人

な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
み
る
と
、
一
つ
の
徒
党
の
頭
と
し
て
数
え
ら
れ
て

い
る
も
の
に
、
朴
市
泰
造
由
来
津
、
憲
吾
寺
な
ど
が
い
た
事
が
知
れ
る
。
こ

の
事
除
、
秦
氏
が
軍
事
的
組
織
を
保
持
し
て
い
た
事
を
推
測
さ
せ
る
に
充
分

で
あ
る
。
其
後
、
日
本
書
紀
天
智
天
皇
称
制
辛
酉
年
九
月
条
に
よ
る
と
、

乃
遺
－
一
大
山
下
狭
井
連
横
榔
、
小
山
下
泰
造
田
来
津
一
率
－
一軍
五
千
余
二
広
々
、

と
あ
り
秦
造
回
来
津
等
が
五
千
余
の
軍
兵
を
率
い
て
新
羅
の
征
討
に
赴
い
て

い
る
。
こ
の
秦
造
田
来
津
は
、
日
本
書
紀
大
化
元
年
条
に
云
う
が
市
泰
造
と

筒
一
人
で
あ
ろ
う
。
又
、
天
武
元
年
壬
申
六
月
条
に
は
、
壬
申
乱
の
天
武
方

‘ ． 

一O
六

の
将
と
し
て
秦
造
熊
が
あ
り
、
近
江
方
の
将
と
し
て
は
同
じ
く
元
年
秋
七
月

戊
成
条
に
素
友
足
が
み
え
て
い
る
。
更
に
、
天
平
十
二
年
十
月
丙
子
条
（
続

日
本
紀
）
に
よ
る
と
、
藤
原
広
嗣
の
乱
の
最
中
に
聖
武
天
皇
が
伊
勢
に
行
幸

し
た
時
の
事
を
記
し
て

正
五
位
下
藤
原
朝
臣
仲
麻
呂
為
前
騎
兵
大
将
軍
。
正
五
位
下
紀
朝
臣
麻
路

後
為
騎
兵
大
将
軍
。
徴
4

一
発
騎
兵
。
東
西
史
部
。
秦
忌
す
等
惣
四
百
人
一

と
あ
り
、
東
西
史
部
、
秦
忌
寸
等
惣
て
四
百
人
が
騎
兵
と
し
て
徴
発
さ
れ

て
い
る
。
同
じ
く
続
日
本
紀
、
天
平
宝
字
元
年
八
月
庚
辰
条
に
は
、
橘
奈
良

麻
自
の
逆
諜
に
雇
わ
れ
た
秦
氏
の
一
族
を
戒
め
て
、

今
宣
久
。
奈
良
麿
我
兵
起
際
被
雇
多
利
志
秦
等
乎
婆
遠
流
賜
都
。
今
遺
棄
等
者

悪
心
無
而
清
明
心
乎
持
而
仕
奉
止
宣
。

と
あ
っ
て
、
奈
良
麿
の
乱
に
泰
氏
が
雇
わ
れ
て
い
る
。

遠
流
に
な
っ
た
者
の
名
前
は
不
明
で
あ
る
が
、
秦
氏
は
こ
の
時
も
兵
士
と

し
て
雇
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
同
じ
く
天
平
神
護
元
年

一
一
月
乙
丑
条
に
は
、

是
日
賜
下
与
v
賊
相
戦
及
宿
－
荷
内
裏
一
櫓
前
忌
寸
二
百
品
川
六
人
。
守
二
衛
北

門
戸
素
忌
寸
叶
－
人
。
爵
人
一
級
上

と
い
う
記
載
が
み
え
て
お
り
、
内
裏
の
宿
衝
に
槍
前
忌
寸
が
あ
た
り
、
北
・

門
の
守
衛
に
は
秦
忌
寸
が
あ
た
っ
て
い
た
事
が
解
る
。

以
上
述
べ
来
っ
た
事
柄
か
ら
し
て
、
と
も
あ
れ
葉
氏
が
軍
事
的
な
問
題
と

関
連
を
有
し
て
い
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
特
に
秦
氏
が
機
動
的
な
軍
事
組

織
を
持
っ
て
い
た
事
は
、
続
日
本
紀
天
平
十
二
年
条
の
騎
兵
を
徴
発
さ
れ
た

と
こ
ろ
や
、
古
く
は
壬
申
乱
に
お
い
て
天
武
方
の
将
秦
造
熊
が
「
令
ニ
積
鼻
一

而
乗
v
馬
馳
之
」
な
ど
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
も
充
分
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
騎
兵
が
如
何
に
戦
闘
に
お
い
て
重
要
な
働
き
を
し
た
か
は
、
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藤
原
広
嗣
討
伐
後
の
昇
級
に
関
し
て
続
日
本
紀
に
天
平
十
二
年
十
一
月
甲
辰

条
に詔

二
陪
従
文
武
官
、
拝
騎
兵
及
子
弟
等
斗
賜
一
面
肘
人
一
級
4

但
騎
兵
ハ
メ
「
官
」

者
。
難
v
不
v
在
－
陪
従
一
賜
一
一
爵
二
級
一

と
あ
り
、
文
武
官
、
騎
兵
の
子
弟
が
一
級
の
昇
級
を
賜
っ
て
い
る
の
に
対
し

特
に
「
騎
兵
父
『
官
』
一
者
」
は
二
級
の
昇
級
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
て

も
察
知
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
昇
級
に
秦
民
の
一
族
と
思
わ
れ
る
秦
前
大

魚
が
正
六
位
上
か
ら
外
従
五
位
下
に
進
ん
で
い
る
。

き
て
、
藤
原
広
嗣
や
橘
奈
良
麻
呂
の
乱
、
古
く
は
壬
申
乱
な
ど
に
お
い
て
常

に
養
氏
が
名
を
連
ね
て
い
る
と
い
う
事
は
、
そ
の
詳
細
な
行
動
は
不
明
で
あ

る
と
し
て
も
反
乱
の
主
謀
者
が
秦
氏
の
軍
事
的
な
組
織
を
利
用
し
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
ま
た
中
央
の
政
権
に
と
っ
て
も
秦
氏
の
こ
の
よ
う
な
組
織
が

黙
殺
出
来
な
い
も
の
で
あ
っ
た
事
は
、
天
平
宝
字
元
年
八
月
庚
辰
条
の
橘
奈

良
麻
呂
が
兵
を
起
し
た
時
に
雇
用
さ
れ
た
秦
氏
の
一
族
を
戒
め
た
宣
命
に
よ

っ
て
も
察
し
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
秦
氏
が
そ
の
時
の
最

高
の
権
威
者
で
な
く
権
勢
家
と
常
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の

権
力
的
支
配
関
係
が
秦
氏
を
し
て
そ
う
せ
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
状
態

は
、
後
世
の
長
岡
京
遷
都
や
、
平
安
京
遷
都
の
時
の
義
民
の
動
き
に
も
現
わ

れ
て
い
る
。
喜
田
貞
吉
博
士
は
、
長
岡
京
遷
都
の
主
導
的
役
割
を
は
た
し
た

藤
原
種
継
の
母
が
秦
朝
元
の
娘
で
あ
り
、
一
方
平
安
京
遷
都
の
場
合
に
お
い

て
も
、
和
気
清
麻
日
と
一
緒
に
行
動
し
た
藤
原
小
黒
麿
の
妻
は
恭
仁
京
経
営

の
際
に
大
宮
の
垣
を
作
っ
て
正
八
件
下
か
ら
一
躍
従
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た

秦
忌
寸
島
暦
の
娘
で
あ
っ
た
事
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
政
治
的
、
或
は
貴

族
の
勢
力
的
背
景
を
伴
っ
て
帝
都
の
遷
換
が
行
な
わ
れ
る
場
合
に
お
レ
て
、

同
－
氏
族
が
そ
れ
ぞ
れ
一
方
の
勢
力
の
配
下
に
分
れ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
事

葉
氏
の
性
格
に
つ
い
て

は
、
逆
に
考
え
る
な
ら
ば
、
棄
民
が
常
に
権
勢
家
に
接
近
し
て
行
っ
た
事
を

示
し
て
レ
る
。
こ
の
遷
都
の
場
合
相
争
う
藤
原
家
の
中
・
に
あ
っ
て
、
種
継

は
式
家
の
系
統
で
あ
り
、
小
黒
麿
が
北
家
の
系
統
を
引
く
も
の
で
あ
る
事
を

考
え
合
せ
る
と
、
秦
民
が
権
門
勢
家
と
接
近
し
て
行
く
事
に
よ
っ
て
、
自
己

氏
族
の
勢
力
を
伸
ば
し
、
又
安
全
を
期
そ
う
と
し
た
様
相
が
う
か
が
わ
れ

る
。
秦
氏
が
氏
族
内
で
内
－
託
が
あ
っ
た
と
云
う
事
を
示
し
た
も
の
も
暗
示
し

た
も
の
も
全
く
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
秦
氏
が
相
反
す
る
勢
力
の
配
下

に
あ
っ
た
り
し
て
い
る
事
実
は
、
秦
民
の
枝
氏
の
中
に
は
常
に
権
勢
家
と
結

ぶ
事
に
よ
っ
て
、
民
族
の
勢
力
を
伸
ば
し
、
又
、
安
全
を
は
か
ろ
う
と
し
た

事
を
示
す
に
充
分
で
あ
る
。
壬
申
乱
に
お
け
る
秦
氏
の
行
動
も
か
く
考
え
て

初
め
て
用
解
き
れ
る
で
あ
ろ
う
。
最
も
彼
等
の
中
で
中
央
の
最
高
権
力
者
に

結
び
つ
い
た
も
の
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
天
平
神
護
元
年
二
月
乙
丑

条
に
み
る
如
く
北
門
の
守
衛
と
し
て
秦
忌
寸
品
川
一
人
が
み
え
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
権
勢
家
と
通
じ
る
事
に
よ
っ
て
か
く
な
り
待
た
の
で
あ
ろ
う
。

八
世
紀
に
お
け
る
秦
氏
の
職
掌
及
び
そ
の
社
会
的
地
位
に
つ
い
て
続
日
本

紀
、
日
本
後
紀
な
ど
に
よ
り
考
え
て
み
る
と
、
秦
氏
山
中
央
、
地
方
の
両
官

制
に
参
与
し
て
お
り
、
官
職
の
上
で
は
ず
で
に
全
く
日
本
人
と
化
し
て
し
ま

っ
て
い
る
が
、
冠
位
を
み
る
と
、
畏
門
守
と
な
っ
た
秦
忌
寸
嶋
麻
呂
が
従
四

位
下
ま
で
進
ん
だ
の
が
最
高
で
あ
り
、
大
学
頭
と
な
っ
た
秦
朝
元
、
主
税
助

智
麻
呂
、
主
税
頭
足
畏
、
な

rは
外
従
五
位
上
ま
で
し
か
進
ん
で
お
ら
ず
、

三
位
に
列
す
る
者
は
一
人
も
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
秦
氏
の
出
身
が
諸

審
で
あ
っ
た
為
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
結
局
こ
れ
ら
は
秦
氏
が
政
治
的
官

制
の
上
で
常
に
中
間
層
に
位
置
し
て
い
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て

そ
の
上
に
は
権
勢
家
の
圧
力
が
加
わ
っ
て
い
た
事
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
そ
れ
と
結
合
す
る
事
に
よ
っ
て
の
み
泰
氏
は
自
己
民
族
の
勢
力
の

一O
七
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秦
氏
の
性
格
に
つ
い
て

伸
長
、
安
全
を
計
り
得
た
の
で
あ
る
。

林
屋
辰
三
郎
氏
は
、
喜
田
貞
吉
博
士
の
考
え
を
受
継
い
で
、
継
体
、
欽
明

両
朝
は
並
立
の
状
態
に
あ
っ
た
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
か
く
考
え
る
と
、
大

津
父
に
関
す
る
欽
明
紀
の
記
載
か
ら
し
て
、
秦
氏
が
支
持
し
て
い
た
欽
明
天

皇
が
即
位
さ
れ
る
に
及
ん
で
大
津
父
は
功
臣
と
し
て
大
蔵
官
に
任
ぜ
ら
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
秦
氏
が
軍
事
的
組
織
を
有
し
て
い
た
事
か
ち
し
て
、
大

津
父
も
軍
事
的
面
で
欽
明
天
皇
側
に
援
助
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

む

す

び

（

8
） 

秦
氏
も
関
晃
氏
が
漢
氏
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
た
の
と
同
じ
く
在
来
の
氏
族

と
異
り
事
実
上
の
同
－
血
族
団
体
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
民
の
場
合

と
同
じ
く
泰
氏
も
同
族
的
関
係
が
社
会
組
織
の
中
に
お
い
て
設
定
き
れ
た
史

料
は
な
い
。
こ
の
事
は
、
秦
民
の
枝
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
時
の
権
勢
家
と
結
合

す
る
事
に
よ
っ
て
勢
力
を
得
る
事
が
出
来
た
事
を
示
す
と
同
時
に
、
各
々
の

枝
氏
が
職
業
部
を
配
下
に
持
ち
合
っ
て
、
事
実
上
権
力
が
併
立
し
た
状
態
で

あ
っ
た
事
を
知
ら
し
め
る
。
尤
も
秦
氏
全
体
の
民
族
を
統
率
し
た
秦
造
な
ど

が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
泰
氏
の
枝
氏
を
全
部
強
力
に
支
配
し
て

い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
氏
族
統
合
体
と
な
る
原
因
は
、
秦

氏
が
秦
造
の
配
下
に
入
っ
た
時
に
由
来
寸
る
。
中
央
へ
の
集
権
化
が
、
換
言

す
る
な
ら
ば
、
大
和
朝
廷
が
だ
ん
だ
ん
と
統
－
さ
れ
て
行
く
過
程
に
お
い
て

各
豪
族
の
配
下
に
あ
っ
た
帰
化
人
の
中
で
、
特
に
殖
産
に
関
係
が
あ
る
者
、

及
び
そ
れ
と
関
係
を
有
す
る
者
が
集
め
ち
れ
て
中
央
の
支
配
を
受
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
を
統
轄
し
た
の
が
秦
造
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に

殖
産
を
中
央
の
支
配
下
に
置
く
事
に
よ
っ
て
、
大
和
朝
廷
は
大
い
に
貢
調
の

増
加
を
致
し
た
結
果
大
蔵
の
建
設
’
ど
な

っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
殖
産
を
中
央

に
お
い
て
、
管
掌
し
た
の
が
憲
氏
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
h
に
お
い
て
、

一O
八

集
め
ら
れ
た
殖
産
に
関
係
す
る
人
達
が
秦
氏
と
同
一
系
譜
の
上
に
並
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
等
は
、
－
つ
に
は
帰
化
人
の
生
産
技
術
者

を
配
下
に
持
っ
て
お
り
武
具
を
製
作
す
る
に
好
都
合
で
あ
っ
た
と
云
う
条
件

と
帰
化
人
と
し
て
未
開
地
の
開
墾
に
あ
た
ら
き
れ
た
政
治
経
済
上
の
政
策
、

更
に
は
、
権
力
的
社
会
に
お
け
る
自
己
氏
族
の
勢
力
の
伸
長
、
保
安
の
為
に

私
兵
を
擁
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
態
と
な
っ
た

各
校
氏
は
、
常
に
権
勢
家
と
結
ぶ
事
に
よ
っ
て
更
に
自
己
氏
族
の
勢
力
を
伸

し
安
全
を
期
す
る
に
力
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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